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里山保全のための森林整備について
－　学生森林ボランティア「アイリス」の活動　－

要　　約

学生森林ボランティア「アイリス」は，猿投山で活動を行っている猿投里山会の活動を支援するための
森林整備を主に行ってきた．アイリスが1999年から2003年（平成11年から15年）にかけて実施してきた里
山保全活動について報告する．本報告の構成は以下の通りである．

1．はじめに
2．背景
3．アイリスおよび猿投里山会について
4．森林整備の詳細
5．森林整備を実施した結果
6．里山保全活動行動マニュアルについて
7．考察
8．おわりに

Conservation of Satoyama with forest maintenance
－ Activities of "IRIS": a student volunteer group for forest maintenance －

大島　昌平
Shohei OSHIMA

里山とは狭義に言えば「人里近くにある，生活に結び
ついた山」（大辞泉）である．最近では山だけでなく，
そこから流れ出る小川，山間の田畑，さらに民家など，
周辺の一連の風景をひとくくりにして，広義に里山とい
うことも多い．
かつては農村のありふれた風景としてどこにでも見ら

れた里山が，今，日本の各地で再び注目を集めている．
それは，里山という空間が自然保護活動の場として，あ
るいは環境学習やレクリエイションの場としても広く活
用できることがわかってきたからである．とくに，里山
の中でも雑木林については幅広い利用法が提案されてお
り，雑木林を主な活動場所とした市民活動が日本各地で
行われている．豊田市においてもまた，市内の数ヶ所で
市民による里山保全活動が展開されている．

しかし，豊田市内に限らず多くの里山保全活動では里
山の利用ばかりが興味の対象となりがちで，里山を維持
するために必要な森林整備が適切に行われてこなかった
傾向がある．そこで，本報告では筆者をはじめとする学
生ボランティアが実施してきた里山保全活動の内容をま
とめると共に，持続可能な里山保全活動に必要な行動を
ブロック図にまとめた里山保全活動行動マニュアルを提
案し，豊田市近辺で里山保全活動を行う際に参考となる
一資料にしたいと考える．
筆者自身は1998年から里山保全活動に携わってきた

が，森林に関して専門的な意見を述べうる立場にある訳
ではない．この報告は，里山保全活動に携わってきたボ
ランティアの一人として，これまでに得られた知見をま
とめ，より良い里山保全活動の姿について提案を述べた
ものである．したがって，内容に多少読みづらい箇所も
あるとは思うが，ご容赦頂きたい．

1.はじめに
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豊田市北部に位置する猿投山の麓の山々には，かつて
薪炭林として利用されてきた里山があり，過度の利用の
ため，1950年代以前はアカマツ林やはげ山が広がってい
た．その後，薪炭林としての利用がなくなっていく過程
で，コナラやアベマキの生える比較的若い二次林が形成
されてきた．このようにして成立したこの地域の里山で
は，林内に木漏れ日の差し込む明るい状態が適度に保た
れ，明るい林床にはスズカカンアオイ（写真1）が繁殖
し，春の女神として知られるギフチョウ（写真2）の舞
う姿が猿投山の至る所で見られた．しかし，近年になっ
てコナラやアベマキ等の里山の木々が高木化・高齢化
し，里山が常緑樹林へと遷移しつつあるため，林内に光
が差し込まなくなり，その結果としてスズカカンアオイ
が衰退し，猿投山ではギフチョウの舞う姿も次第に見ら
れなくなってきた．
そうした中，猿投山麓の一部である民有林および隣接

する休耕田を舞台に，ギフチョウの舞う里山づくりを目
的として，地元有志による猿投山愛護会（里山会）が
1996年に活動を始めた（写真3）．また，1999年には学生
森林ボランティア「アイリス」（以下アイリスと略す）
がこの活動に加わり，森林整備を行うなどして活動を支
援してきた．

3-1 学生森林ボランティア「アイリス」

アイリスは里山保全活動を行う学生ボランティア団体
（写真4）であり，「次世代に“里山”という環境を継承
する」ことを目的として，1999年9月に筆者を中心とし
て発足し，2003年3月まで足掛け4年間で活動を終えた．
アイリスの主な目的は，豊田市内の里山保全活動団体の
活動支援である．構成メンバーは主に国立豊田工業高等
専門学校（以下，豊田高専）の学生を中心とする県内の
学生約13名で，年齢は17～25歳である．解散時の会員は
豊田高専の学生10名，豊橋技術科学大学の学生1名，名
古屋工業大学の学生1名，名古屋産業大学の学生1名の計
13名であった．活動内容および活動成果等については，
ホームページ（ http://www2.odn.ne.jp/iris/ ）に詳しくま
とめている．

2.背　景

3.アイリスおよび猿投里山会について

写真1 スズカカンアオイ（2002年4月20日撮影）．

写真2 ギフチョウ（2002年4月14日撮影）．

写真3 猿投里山会活動場所（2003年6月8日撮影）．
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3-2 猿投里山会

アイリスは猿投山で里山づくりを行っている猿投里山
会の活動支援を主として行ってきた．ここで支援対象で
ある猿投里山会の活動の経緯，活動場所について簡単に
説明しておく．

3-2-1 活動の経緯

猿投山は愛知高原国定公園に指定された区域で，東海
自然歩道が通っており，年間を通じて多くの登山客で賑
わう．しかし，一方で一部の心無い登山客が捨てるゴミ
の問題が深刻化したため，地元の有志が集まり，1994年
に猿投山愛護会が結成された．活動の結果，運動を始め
て2年ほどで登山道はきれいになった．さらに，こうし
た環境美化活動の高まりの中でかつての里山をもう一度
蘇らせようという思いが生まれてきた．そうした中で猿
投山愛護会内の部会活動として猿投山愛護会（里山会）
が発足し，猿投山麓の民有地約3haと，隣接する休耕田
を舞台に里山づくりを開始した．その後，1998年には豊
田市商業観光課により募集された市民ボランティアが多
数加わった．2002年には猿投山愛護会から分離して猿投
里山会と改名し，現在に至っている．会員数は地元ボラ
ンティアと市内外から参加する市民ボランティアを含め
約40名である．
なお，猿投里山会については豊田市商業観光課に問い

合わせることで，より詳しい活動状況等を知ることがで
きる．

3-2-2 活動場所

猿投山は豊田市最北端にあり，三河高原の北西端にも
位置する．海抜は629ｍで，東海自然歩道が通っている

ため低山登山のコースとしてもよく知られている．山体
は花崗岩によって造られ，その表層は花崗岩の風化した
土砂から成り立っており，土壌が発達していないため，
栄養塩濃度は決して高くはない．平均的な表層土壌の厚
さは数センチ程度であり，手足で山肌を崩すことにより，
容易に花崗岩からなる固い岩盤や，風化した土砂の層を
剥き出しにすることができる．
活動場所の里山（雑木林）は民有地であり，所有者の

好意により里山づくりの場として提供を受けた山林で，
広さ約3haのコナラ・アベマキ二次林である．ここでは
表1に挙げるような植物がよくみられる．
その他，猿投の里山でみられる植物をアイリスのホー

ムページ（前掲）に「デジタル植物誌」というコンテン
ツを設けて紹介しているので，そちらも参考にして頂き
たい．

4-1 森林整備開始時点での状況

まず，1999年9月に，アイリスが活動を開始した時点
での里山の状態について説明する．里山会の活動は1996

年から始まっており，ギフチョウの舞う里山づくりを目
的として，スズカカンアオイの繁殖に必要な明るい林床
を確保するための間伐が既に実施されていた．しかし，
幾つかの問題点があったため，スズカカンアオイおよび
ギフチョウの繁殖が期待していたほど進んでいなかっ
た．問題となっていたのは以下のような事柄であり，こ
れに対し各項に記したような改善を実施した．

①間伐した木を適切に処分せず，倒されたままにしてい
たため，倒木により林床が覆われ，スズカカンアオイ
の生育が物理的に妨げられていた．
→倒木の除去を実施して，スズカカンアオイの生育環

写真4 アイリスの学生ら，活動の合間の休憩時間に
撮影．

表1　猿投山でみられる主な植物．�

高木層／�
　亜高木層�

低木層�

草本層�

アベマキ、コナラ、ヤマザクラ、リョウブ、�
アカマツ、ホオノキ、シラカシ、アラカシ、�
ソヨゴ、クスノキ�

スズカカンアオイ、ショウジョウバカマ、�
スミレ類、シュンラン、コウヤボウキ、�
シライトソウ、ササ、ツルリンドウ、�
ツルアリドオシ、フユイチゴ�

ガマズミ、コバノミツバツツジ、ヤマツツジ、�
ネジキ、モチツツジ、コアジサイ、ヤブムラサキ、�
ウスノキ、サワフタギ、アセビ、ヤブツバキ、�
サカキ、ヒサカキ�

4.アイリスによる森林整備の詳細
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境を改善した．
②間伐および下刈りが定期的に実施されていなかったた
め，林内に草木が生い茂り，スズカカンアオイの生育
に必要な量の光が届いていなかった．
→間伐，下刈り，枝打ちを実施して，林床の光条件を
改善した．
③林床に落ち葉が厚く堆積していたため，林床植物の種
子の発芽率が低下し，繁殖が停滞していた．
→落ち葉の除去を実施して，林床植物全般の発芽率の
向上を図った．
④雑木林の管理が継続的なものであるという認識に乏し
かったため，最初の間伐以来，林内の手入れが継続さ
れていなかった．
→里山保全活動行動マニュアルの開発に取り組むと共
に，景観に配慮した里山づくりを行うことで関係者の
里山を愛する心を育むことを図り，持続可能な里山保
全活動の構築を目指した．

4-2 森林整備の実施内容

次に，作業の実施方法について詳細を述べる．もとも
と猿投山にはスズカカンアオイが多く生えており，人工
的に株数を増やす必要性はほとんど無かった．ただし，
スズカカンアオイの株数は十分にあるものの，林床に達
する光が不足しているために一株あたりの葉の数が数枚
程度と少なく，葉面積も小さかった．また，上空が笹に
覆われているため，ギフチョウが利用するには困難な状
況であった．そこで，これらのスズカカンアオイをギフ
チョウが利用可能な状態にするため，一株あたりの葉の
数を増加させることを目標として森林整備を実施した．
なお，森林整備を実施する際には，地域における里山

の価値等を考慮し，景観についても十分配慮した．

4-2-1 倒木の除去

間伐は既に実施されていたが，切り倒された木が放置
されたままになっていた（写真5）．倒木のうち，地面に
接している幹については腐植が進行しつつあったが，地
面に倒れることにより多くの植物が下敷きとなってい
た．また，地面から浮いているものは乾燥した状態にあ
り，林内の空間を占有していた．
そこで，腐りかけのもの，乾燥したものを問わず，す

べての倒木を一旦除去した．直径10cmを超える木につい
ては1～1.5ｍ程度に玉切りし，豊田高専の文化祭の際に
キャンプファイヤーの材料として利用して頂いた．直径
10cmを下回る倒木については1ｍ程度に玉切りし，出来
る限り景観に配慮して林内に積み上げ，最終処分とした．

本来ならば，このように狭い里山の整備では持ち出し処
分が適当であるが，猿投里山会は持ち出し処分を選択せ
ずに，山道から目立たないように積み上げて処分した．
倒木は木の幹のみだけでなく枝先部分を大量に生じる．
これらは手で丁寧に折り，出来るだけかさばらないよう
に処分した．

4-2-2 間伐と枝打ち

間伐は既に行われていたが適切な状態ではなかったた
め，林床にまで十分な日光が届いていなかった．そこで，
可能な限り常緑広葉樹とタカノツメを伐採した．常緑広
葉樹は，伐採しなければいずれ林冠に達すると考えられ
るため，5ｍを超える常緑広葉樹については出来るだけ
早い時期に伐採するようにした．
一方，スギ，ヒノキ，ネズ等の針葉樹については常緑

広葉樹ほど樹冠が広くないことから，所々に残しておい
ても良いと考えた．
立ち枯れのアカマツは倒壊の危険性が高く非常に危険

であるため，人間の立ち入る可能性のある林内ではすべ
て伐採した．その他，ヤマザクラやコナラ等の立ち枯れ
も時折見かけるが，立ち枯れの木はアカゲラ，コゲラ等
の餌場としての存在価値もあるため，状況に応じて残す
ようにした．
次に曲がって成長したなどの正常な状態にない樹形と

なった木は景観を乱すので伐採した．雑木林の景観は生
態系の維持には何ら必要な要素ではないが，人の感性に
訴えかける意味において欠かすことの出来ない重要な要
素である．里山という環境をボランティアにだけでなく，
土地所有者や地域住民にとっても心地よい空間にしてい
くことを心がけ，森林整備に取り組んだ．
また，木を伐採しなくても枝を一部切り取ることによ

写真5 伐採後放置された倒木（2001年8月撮影）．
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って日照条件あるいは景観が改善される場合には，枝打
ちを行った．木は光を求めて生長していくため，無計画
に林冠にギャップを作ると木はいびつな形に成長してい
くことになる．数年後，周囲の木々がどう生長し，ギャ
ップを埋めていくのか十分に考慮しながら枝打ちを実施
した．
最後に林内に入って上空を見上げ，林冠を覆うのに必

要な最低限の木を残し，出来る限りの木を伐採した．猿
投里山会では低木施業の里山ではなく，高木林の状態で
スズカカンアオイの繁殖を試みている．そこで，出来る
限り疎林に近い状態にする必要があった．

4-2-3 下刈り

アイリスが活動を始める2年ほど前に間伐が行われ，
林内の日照条件が改善されたため，林床にはササが繁殖
し，30cm程度の高さにまで生長していた（写真6）．林床
はササで覆われ，スズカカンアオイの生息空間である地
表にはほとんど日光が届かない状況に陥っていた．また，
ササの落ち葉は分解が遅く，これが表土を覆うことによ
り笹の落ち葉の厚い層が他の植物の発芽を困難なものに
していた．さらに落ち葉の堆積しにくい急斜面ではササ
が上部を覆うために表土を保持する草本類が生えず，剥
き出しの表土が浸食を受けて崩壊が進んでいた．その他，
場所によってはササ以外にも多種多様な低木・草本類が
繁茂し，間伐した幹からは萌芽が伸び，林内は荒れ放題
の様相となっていた．
そこで，地表の日照条件を改善するために下刈りを実

施した．作業ではすべてのササを地際から刈り取った．
ただし，ガマズミやコバノミツバツツジ，ウスノキなど
人間が花を観賞して楽しめるものや，鳥獣が餌として利

用可能な植物については極力刈り残すようにした．作業
には刈り込みばさみを用いた．
一般的には肩掛け式の刈り払い機を用いることが多い

が，急斜面では作業に危険が伴うこと，残すべき草本を
選別して刈り残すことが困難であること，刈った後の切
り口が見苦しいことなどの理由から，アイリスによる整
備作業では用いなかった．特に景観の観点からすると，
多少面倒ではあっても刈り込みばさみを用いて丁寧に地
際から刈り取る方が，仕上がりが美しい．

4-2-4 落ち葉除去

長く放置された状態が続いていたため，林床には大量
の落ち葉が堆積していた．こうした落ち葉の厚い層の上
にこぼれ落ちた様々な種類の植物の種子は，たとえ日照
条件が良くなって発芽したとしても根が土壌に達する前
に栄養を使い果たしてしまう．また，落ち葉の中に埋も
れた埋土種子は落ち葉に覆われることで日光を受けられ
ず発芽できないか，あるいは芽が地上に達する前に栄養
を使い果たしてしまい，いずれにしても発芽率の低下を
招く．とくに，活動場所ではギフチョウの舞う里山づく
りを目指し，スズカカンアオイの繁殖を試みていたため，
スズカカンアオイからこぼれ落ちた種子もしくはアリ類
により散布された種子の発芽を促すためにも，適度な落
ち葉の除去を行う必要があった．
一般的に下刈りと落ち葉かきは，林床の植生を豊かに

する効果が知られている．適度な落ち葉かきは，地面に
こぼれ落ちた種子が発芽することを容易にし，かつて里
山に見られた林床植生を復元するのに効果的である．
活動場所である猿投山は花崗岩の風化した砂状の地質

であるため，厚く堆積する落ち葉の層の下には表層土壌
が数cm程度しか存在せず，その下には花崗岩の風化した
土砂の層，続いて固い岩盤があるのみであった．また，
非常に急斜面であるため，場所によっては人間が単独で
立つことが困難な立地条件もみられた．そこで，落ち葉
除去はすべて人間の掌により実施した．一般的に落ち葉
かきは竹製や金属製の熊手を用いて行うが，活動場所の
土壌が非常に脆いことから，丁寧な作業を行うためにあ
えて道具は用いず，掌を用い，表層土壌の上に数cmかぶ
る程度の落ち葉を残し，他はすべて除去した．アイリス
では伝統的な落ち葉かきではなく，植生の生育環境の向
上を目的としているため，これを落ち葉除去と呼ぶこと
にしている．
4-2-5 ギフチョウに関連しない植物の育成

猿投里山会の活動目的はギフチョウの舞う里山を取り
戻すことである．しかし，これを実現する際には，単に写真6 林床を覆うササ（1999年7月撮影）．
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主目的を達成するだけではなく，里山が多様性をもつ一
つの生態系として成り立つように十分配慮しなければな
らない．生態系を無視して特定の生物のみを増殖させて
も，生物同士の関係が安定しないため，長期に渡ってそ
の環境を維持することが難しい．里山保全活動の手間を
省くためにも，出来る限り自然の力に逆らわない整備を
行うべきである．そこで，里山にはギフチョウだけでな
く他にも魅力的な生物が存在することをボランティアの
方々に実感してもらうことで，生態系としての里山に目
を向けてもらえるよう試みた．
まず，活動場所に自生する2種の特徴的な植物を選択

し，これらの繁殖を促すための森林整備を並行して行っ
た．シライトソウはユリ科の多年草で，ショウジョウバ
カマに似た根生葉を持ち，4～5月にかけて10～20cm程度
の白いブラシのような美しい花を咲かせる．コアジサイ
はユキノシタ科の落葉低木で，5～6月にアジサイに似た
美しい花を咲かせる．青紫色の薄霧のような花は見てい
て涼しげである．シライトソウはスズカカンアオイより
も乾燥した地形によく生え，コアジサイは林縁の比較的
日当たりの良い場所によく生えるため，スズカカンアオ
イの生育環境とはかち合わない．また，どちらも猿投山
では普通に見られ，種子により容易に繁殖するので，生
育し易いと思われる場所の落ち葉除去を丁寧に行い，繁
殖を促した．これら２種の植物を並行して繁殖させるこ
とにより，ギフチョウだけでない，里山の多面的な価値
を猿投里山会の会員に実感してもらえるよう図った．

写真7は倒木除去，間伐，下刈り，落ち葉除去等の作
業を完了した直後の林内を撮影したものである．林の向
こうが見通せるくらいの強度の間伐により，林床に光の
差し込む明るい里山となった．地表は下刈りや落ち葉除
去により適度に露出しており，スズカカンアオイ等の林
床を生息空間とする草本に十分な日光が届いている．ま
た，種子の発芽が容易になるよう，日照条件や地表の状
態が改善されている．伐採木は1m程に玉切りし，束ねて
中央の窪みに隠すように処分した．出来るだけ体積を減
らして目立たないようにした．所によっては木杭を打ち
込んで伐採木を埋め込み，土留めの役割を持たせた．景
観に配慮して，木の切り株は出来るだけ根元から切るよ
うにした．強度の落ち葉除去を行っているが，地面が露
出するような状態にはなっていない．作業実施後に新た
な植物の芽生えが出てくるよう，ササは刈り込みばさみ
を用いて根元から丁寧に切ってある．

写真8は作業実施3ヶ月後の地面を撮影したものであ
る．写真中ではリョウブ，オオバギボウシ，ヒノキの発
芽を確認できる．この他，場所によってはスズカカンア
オイ，ツツジ類，コアジサイ，スミレ類，ショウジョウ
バカマ等の発芽を容易に見つけることが出来る．このよ
うな実生の成長を保護するため，作業実施後最低1年間
は作業実施区域への立ち入りは禁止した．

写真9はアイリスが作業を実施する前の里山のある場
所を撮影したものである．間伐は実施済みだが，伐採木
は放置されたままで，林内も十分に明るいとは言えない．
林床には主にササが繁茂している．作業後の状態を写真
10に示す．さらに強度の間伐を実施し，下刈りと落ち葉
除去を行った．山の麓から山頂が見えるほどに開放的な
風景になっている．写真11は作業実施後1年が経過した

5.森林整備を実施した結果

写真7 作業後の写真（2001年4月撮影）．

写真8 作業実施後，林床に芽吹いた植物（2003年6月
8日撮影）．
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現場の様子である．再びササが生え始め，他にも様々な
植物の芽生えが確認できた．スズカカンアオイの上空が
開放的になったため，ギフチョウによる利用が可能とな
り，幾つかの株には葉の裏に幼虫が観察された．作業実
施後2年が経過すると，林内には草木が生い茂るように
なり（写真12），あと1年ほどでササが膝丈を超えるくら
いに生長して林床が完全に覆われてしまうため，1年後
の冬に下刈りをする予定である．いずれの場所について
も整備後数年でシライトソウやコアジサイ，スミレ等の
草本類の成長が活発になり，季節になると幾つかの花を
目にすることができるようになった．その他にも林縁に
はササユリ，アキノキリンソウ，オカトラノオ，ヒヨド
リバナといった植物が花を咲かせるようになり，四季を
通じて様々な草花を見ることができるようになった．

アイリスが最後に実施した森林整備は，4年間に渡る
活動の過程で得られた経験を十分に活用して実施された
（写真13）．伐採木は1ｍほどに玉切りし，斜面に対して
水平方向に積み上げている．積み上げた高さは1～1.5ｍ
程度だが，地形にうまく隠れるよう配慮しているので，
あまり目立たない．また，森林整備は林床植生の活性化
を目指して実施されているので，作業実施後あまり時間
が経過していなくても豊かな芽生えが見られる．ギフチ
ョウの舞う里山というだけでなく，山としての生態系，
里山としての景観にも十分配慮して作られていることに
注目して頂きたい．
いずれも，猿投里山会の活動場所を訪ねることで，誰

でも見学することが出来るので，興味のある読者には，
実際に現地の様子を観察して頂くことをお勧めする．

写真9 作業実施前（1999年7月撮影）．

写真10 作業実施直後（2001年4月撮影）．

写真11 作業実施後1年経過（2002年7月撮影）．

写真12 作業実施後2年経過（2003年6月撮影）．
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市民活動団体が活動に取り組む上で重要なことは，
「計画を策定」し，これを「実行する」ことである．し
かし，実際にはこれらが確実に行われていないことが多
い．とくに，里山保全活動という長期的な市民活動を継
続していくためには，市民活動団体の内部に「実行の体
系」を築き上げていくことが必要であると思われる．そ
こで，持続可能な里山保全活動を展開していくためには
最低限，何を「実行」するべきで，それをどのように
「実行」するべきなのか行動マニュアルとしてまとめた
ので，この場を借りて提案したい．

6-1 市民活動団体の意思決定について

まず，市民活動団体によって里山保全活動に取り組ん
でいくためには，組織の中でどのような意思決定を行っ
ていくのか明確にしておく必要がある．図1は意思決定
の順序をピラミッド型の図に表したものである．縦軸は
意思決定の方向性を示している．一番下に位置するのが
活動理念であり，何か決定をしなければならないような
状況に置かれた時の基本的な判断基準になる．この活動
理念を具体化したものが活動目的であり，これが活動の
長期的な方向付けをする．そして，年間活動計画の策定
によって活動目的が実際の活動に具体化される．この年
間活動計画に基づいて作業が実行され，そこにボランテ
ィア個人が参加する．このような順序で計画を具体化し
ていくことにより，活動理念という漠然とした「思い」
が現実の世界に具現化されていくのである．
これらを別の言葉で置き換えると，「戦略」，「戦術」，

「実行」という言葉に当てはめることが出来る．戦略と

は組織が目的を達成するための長期的な計画であり，戦
術とは個々の目的を達成するための具体的な方法・手段
である．団体を結成して組織を作り，掲げた目的を効率
よく達成していくには，戦略という長期的な計画作りと，
戦術という短期的な計画作りがあることをよく理解した
上で，実行に移していくことが肝要である．

また，活動理念を具体化していく過程では，意思決定
の段階ごとに活動内容を絞っていくことにより，必要な
活動を選択していく．これにより，活動目的の達成に必
要な活動をピンポイントで実施することができ，利用可
能な人的・金銭的資源を効果的に集中することができ
る．このような活動内容の選択と資源の集中は，里山保
全活動を効率的に実施する上で非常に効果を発揮する．
市民活動を効率的に行うという考えは，市民活動では

否定され易いが，活動を効率的に行うことで最低限の労
力により目的を達成することが可能になるので，活動の
中にゆとりを持つことができ，里山の中で自然との触れ
合いを楽しむような時間を無理なく確保することができ
る．したがって，活動を効率よく行うという考えは，小
規模の市民活動団体にこそ役立つのではないだろうか．

6-2 里山保全活動の実施について

図2は図1のような意思決定の順序を実際の活動に当て
はめたもので，里山保全活動に最低限必要な行動をブロ
ック図として関連付けたものである．

6-2-1 活動の定義づけ（Define）

まず，活動の定義づけのステップでは，戦略的な計画
策定として，里山保全活動団体が長期的に目指していく
ことになる活動目的を決定する．活動目的は，活動団体

写真13 森林整備実施例1（作業実施後3ヶ月経過）
（2003年6月撮影）．

6.里山保全活動行動マニュアルについて

図1　意思決定の順序．�
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を立ち上げる際の会員によって定められた活動理念に沿
う内容であることが望ましい．どの様な活動であっても，
活動を開始するに至った初心を忘れないように取り組ん
でいることが，活動継続の支えになっていることが多い．

6-2-2 調査（Check）

次に，現状を把握するための調査を実施する．情報を
集めることよりも，情報を活用することの方が実は重要
で，そのためには的確な情報を得ることが求められる．
まず活動目的に基づいて，活動目的の達成度を確認する
ための指標を決め，その測定方法を定義づけた上で調査
を実施する．

6-2-3 年間作業計画の策定（Plan）

長期的な活動目的が決定し，現状を把握したら，これ
を実際の作業計画に落とし込む．これが，活動の定義づ
けという戦略的計画策定（長期的な計画）に対する，戦
術的計画策定（短期的な計画）になる．里山づくりのよ
うに長期的な活動を行う際には，この二つを混同しては
ならない．この区別がしっかりできていないと，その場
しのぎの活動を継続する不安定な活動に陥る危険性があ
る．

6-2-4 作業の実施（Do）

策定された年間計画に基づき，実際の作業を実施する．
ここで初めて活動が具現化される．
作業結果の良し悪しは，大抵の場合，現場指導者の質

によって決まる．団体を運営するリーダーが，現場の指
導でも適切なリーダーシップを発揮できるとは限らない

し，自然や施工技術について詳しい知識を持っている人
間が現場の指導に精通しているとも限らない．活動を効
率よく実施していきたい場合には，現場の指導者として
適した人間を適切なポジションに配置することが重要で
ある．

6-2-5 調査（Check）

作業後の調査を実施することにより，作業前後の自然
の様子を比較し，植生がどういった方向に遷移しつつあ
るのか把握する．一般的にモニタリングと呼ばれるこの
作業は，既に多くの市民活動団体で実施されている．モ
ニタリングを実施する本来の意図は，自然環境の変化を
記録して活動内容にフィードバックすることにある．し
かし，そこまで情報を活用できている例は稀である．調
査により得られた情報を十分に活用するためには，何の
ために調査を実施するのかということを事前に明らかに
しておくことが大切である．

6-2-6 制御（Control）

以上に述べた一つ一つのステップは互いに関連付けて
実施されるべきで，それぞれがバラバラに行われていて
は整合性のある活動にならない．
そこで，現状把握のための調査，変化把握のための調

査，作業の様子から得られた情報を基に，①作業による
自然環境の変化が意図した結果と合っているか？②活動
目的がボランティアの意思と合っているか？③活動計画
が活動団体の体力に見合っているか？ということを検討
する．これらについて冷静に判断した上で，ずれている
のであれば，必要に応じて戦略的判断（活動目的の再定
義），戦術的判断（年間作業計画の修正）を行う．この
ように，活動を行っていく過程で得られた情報（自然環
境に関する情報だけでなく，市民活動団体自身の情報も
含めた情報）を活動にフィードバックできる仕組みを常
に持ち続けていることが，持続可能な里山保全活動には
不可欠であると思われる．

市民活動団体は市民の意思を尊重して自由な雰囲気の
中で活動を行っていくものではあるが，持続可能な里山
保全活動を維持していくためには，以上に述べたような
活動の「仕組み」を整備することが必要であると思われ
る．最近では多くの里山保全活動団体が活動の低迷や人
材不足といった課題を抱えており，また，ボランティア
の顔ぶれが固定化している傾向がある．活動のマンネリ
化を避けるためにも，里山保全活動に携わるリーダーは
市民活動や自然保護に関する知識のみに頼るのではな

図2　里山保全活動行動マニュアル．�
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く，ビジネス等の異なる分野の知識も取り入れ，より生
き生きとした活気のある活動を目指していくことが求め
られているのではないだろうか．

里山保全活動は，定期的な作業を計画的に実施してい
くことで，長期に渡って里山の自然を維持・管理してい
くものである．しかし，多くの活動団体では，里山で楽
しむ活動に興味の対象がずれてしまい，計画的な作業が
実行されていないため，本来専念すべき里山保全活動そ
のものがなおざりになっている傾向があると筆者は考え
ている．そうした状況に陥ると，活動場所である里山自
体の価値が年々低下していくため，里山で楽しむことさ
えできない本末転倒な将来が予想される．そもそも里山
保全活動は，自然という公共の財産を扱う市民活動であ
るから，決して自己満足な独り善がりの活動であっては
ならない．里山保全活動は，これまでのように過程
（Process）を重んじる姿勢から，結果（Result）を重視す
る姿勢に多少なりとも転じていく必要があるのではない
だろうか．
ただし，里山というものはどんな形であれ，自然と人

との関係を維持することによって維持されてきた環境で
あり，これからも自然と人との接点という意味において
里山の価値が益々高まっていくであろうと考えられる．
したがって，行動マニュアルというルーチン的な作業を
淡々とこなすような活動ではなく，そこにはどんな美し
い花が咲いているのか，それはどんなに甘い香りがする
のか，秋の紅葉がどんなに素晴らしいのか，といったよ
うな人の感性を大切にする活動を行っていくことこそ
が，里山保全活動を継続していこうというボランティア
個人の情熱を引き出す上で最も重要な役割を果たすこと
を忘れてはならない．

最後に，筆者ら学生ボランティアがどのような意思を
持ち，理想を抱いて活動に取り組んできたのか，この場
を借りて皆さんにお伝えしたい．
なたを片手に学生らが山仕事に取り組んでいるのを見

て，随分と多くの方々に不思議がられた．なぜ若いもん
がそんなことをしているのか？そんな金にもならないこ
とを一生懸命やっているのか？またある時は，学生のく
せにアルバイトもせず何をボランティア活動なんかやっ
ているんだ！と叱られることも（？）あった．自然保護

を目的としているのに木を切っているという，活動の特
殊性も相まって，どちらかといえば懐疑的な目で見られ
ることの方が多かったように思う．
私達は地域の文化を守りたいと考え，里山の保全活動

に取り組んできた．日本人が古くから慣れ親しんできた
自然は，実は「里山」という半人工的な自然の姿である
ことが，最近になってわかってきた．里山は雑木林，竹
林，水田，畑，溜め池，小川などを含んだ総称として用
いられ，人間の生活空間と密接に関係している．これら
里山を構成する要素の一つ一つは農村に暮らす人々が自
らの生活を維持するために生活の場として利用してきた
結果，長年にわたる自然と人間との共同作業によって作
り上げられてきた．その意味で里山は完全に人工的な風
景ではなく，半人工的な風景であるといえよう．そうし
て生み出された里山の豊かな風景の中で日本人が生活し
てきたからこそ，世界にも類をみないユニークな文化が
育まれてきたのではないだろうか．里山の風景こそが日
本人の心の源となり，栄養源となって日本の文化や地域
の文化を支えてきたのであろう．
近代になって，農業の近代化や化石燃料の登場など

様々な理由により，人が里山の資源を必要としなくなる
と，里山の風景が急速に変貌することとなった．里山か
ら人が手を引くことによって，里山が原生の自然に戻り
つつあるのである．しかし，古くから日本人が慣れ親し
んできたのはそのような原生の自然ではなく，人と自然
とが共に作り上げてきた里山の自然であったことに我々
は注意しなければならない．利用価値のなくなった雑木
林は容易に開発の対象となり，溜池や小川はより管理の
簡単なコンクリート製に作り変えられてしまった．かつ
て人の生活と生物の生息空間とが絶妙のバランスを維持
していた頃の面影は，今となっては想像することすら困
難である．荒廃した里山の風景を見慣れている私達は，
かつての日本人がそうしてきたように四季折々の自然の
変化を楽しむ余裕さえ失ってしまった．現代日本人が文
化の継承しか行わず，文化を創っていくことを忘れてし
まったのは，里山の風景を失ってしまったことも要因の
一つであろう．だからこそ，今，地域の里山に目を向け
ることが必要なのである．地域の自然に目を向けること
で，私達は里山にかつてのような美しい景観を取り戻す
ことができる．美しい故郷の風景は豊かな文化を育み，
活気ある地域社会を支える源になる．私達は，里山の風
景を守ることこそが，地域の文化にとって欠かせないと
信じている．そのような思いの下，私達学生は里山保全
活動に取り組んできたのである．
アイリスの活動は3年半という非常に短い期間ではあ

7.考　察

8.おわりに
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ったが，メンバーである学生らは自らの楽しみのためで
はなく，純粋に作業だけのために毎週入れ替わりで活動
に取り組んできた．楽しくなければボランティア活動で
はないという常識に対し，純粋に理念や理想，名誉のた
めに活動に専念することも可能であることを我々は実践
をもって示すことができたことを自負している．志ある
学生が，もし，我々の他にもまだこの地域にいるのなら
ば，是非，我々に続いて自らの知識を地域社会に還元で
きる真面目な活動に取り組んで欲しい．また，そういう
学生を見た地域の方々には温かい目で学生らを見守って
欲しいと私達は願っている．幸いにもここ豊田市は，若
者達の行動を温かく見守るだけの余裕をもった地域であ
ると私達は信じている．
最後に，ここ豊田市の山々が愛知県の中でも有数の里

山保全活動地域として活発に利用されていくことを，そ
して次の世代に引き継がれた里山が，この地域に新しい
文化を生み出していくことを願って，本報告の締めくく
りとしたい．

学生森林ボランティア「アイリス」で活動を共にした
学生ら一人一人に感謝する．また，猿投山で活動を共に
した猿投里山会の会員の方々にも，一緒に活動をさせて
頂いたことに深くお礼申し上げたい．故・日比谷利雄猿
投山愛護会会長にはギフチョウのことだけでなく，真摯
に取り組む背中を通じて様々なことを教わった．日比谷
氏が会長でなければ，我々学生はこれ程までに力を発揮
することは無かった．豊田市商業観光課の関係者の方々
には猿投里山会を運営していく過程で大変お世話になっ
た．その他，多くの市職員の方々に支えられ，学生とい
う立場を利用した活発な活動を行うことができたこと
に，深く感謝申し上げる．猿投北交流館の職員の方々に
は活動を行う過程で色々と相談に応じて頂いた．交流館
職員の方との対話無しには，我々は地域のことを十分に
理解することができなかった．豊田市矢作川研究所の田
中　蕃氏，洲崎燈子氏の両氏には活動を行っていく過程
で貴重な助言を頂くことができた．生物に関する正規の
トレーニングを受けていない我々学生が自信を持って森
林整備を実施していくには，両氏の言葉が活動の支えに
なった．その他，多くの豊田市民の協力に支えられて学
生ボランティア団体が活動することができたことを，心
より感謝申し上げる．
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